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旭
農
校
教
育
の
充
実
を
願
っ
て

永
農
、

旭
農
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、

新
し
い
年
を
迎
え
、

今

年
こ
そ
は
と
言
う
思
い
で
、

大
き

な
期
待
を
も
ち
、

益
々
御
健
勝

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
政
治
、

経
済
の
混
迷
は
い

つ
先
が
見
え
て
来
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
、
日
本
の
主
力
産
業
、

特
に
一次
産
業
の
将
来
に
不
安
を

与
え
て
い
る
状
況
で
、

こ
れ
か
ら

社
会
に
巣
立
つ
若
者
に
、

厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

高
校
、

大
学
を

卒
業
し
て
も
、

働
く
場
所
が
無
い
、

仕
事
先
を
求
め
就
職
活
動
に
ニ

年
も
三
年
も
か
か
っ
て
い
る
。

農

業
従
事
者
、

後
継
者
に
つ
い
て
も
、

今
問
題
と
さ
れ
て
い
る

弓
円
円
に

よ
る
壊
減
的
な
影
響
が
あ
る
と

ま
で
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、

一日
も

早
く
、

将
来
の
し
っ
か
り
と
し
た

設
計
の
立
て
る
事
が
出
来
る
農

政
の
改
革
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願

つヽ
も
の
で
す
′。

こ
の
厳
し
い
中
で
将
来
の
農
業

を
支
え
る
教
育
が
、

重
要
な
時

で
あ
る
。

こ
の
事
は
旭
農
校
に
限

ら
ず
、

道
内
の
各
農
業
高
校
の

よ
り
充
実
し
た
、

プ
ロ
を
育
て
る

教
育
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

同
窓
会
と
し
て
も
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
る
た
め
、

母
校
の
教

育
に
必
要
な
支
援
を
、

学
校
と

同
窓
会
　
〈
ム
長

島

駅
〓　
一
（
３５
Ａｂ
）

連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

今
日
、

社
会

が
若
者
に
何
を
求
め
て
い
る
か
、

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
の
動
向
を
、

的
確
に
把

握
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
、

職
業

意
識
を
も
ち

「
生
き
る
力
」
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

日
頃
の
巾
広
い
体
験
も
必
要
で
あ

る
。

母
校
も
中
国
研
修
等
、

地

域
へ
出
て
の

「
価
値
あ
る
体
験
」

研
修
を
多
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
の

皆
さ
ん
の
適
切
な
支
援
、

指
導

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

旭
農

・
農
業
教
育
振
興
会
に

よ
る
、

地
域
社
会
全
体
で
の
支
援
、

学
校
の
教
育
条
件
、

環
境
整
備
、

教
材
の
充
実
等
学
校
の
希
望
に

答
え
る
様
に
努
力
を
す
る
つ
も
り

で
す
。

学
校
の
間
口
減
等
、

厳

し
い
状
況
の
中
、

高
い
競
争
率
を

誇
る
母
校
で
あ
る
、

社
会
の
大

き
な
期
待
に
応
え
る
べ
く
先
生
方
、

生
徒
達
の
、
日
頃
か
ら
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
努
力
の
成
果
が
、

母
校
の
教

育
向
上
と
発
展
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
母
校
支

援
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
各
施
設
へ
の
訪
問
や
、

勤

労
体
験
学
習
さ
ら
に
は
、

農
業

を
フ
ブ

・
生
徒
会
活
動
、

部
活

動
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
地
域

の
皆
様
の
理
解
を
得
て
、

地
域

と
一体
と
な
っ
た
教
育
活
動
の
推

進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
度
も
ま
た
同
窓
会
の
支

援
に
よ
る

「
教
育
振
興
基
金
」
、

ま
こ
と
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一部
を
公
募
に
よ
る

４
名
の
生
徒

の
中
国
研
修
旅
行
に
も
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な

基
金
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

将
来

同
窓
生
の
一員
と
な
る
生
徒
の
資

質
向
上

・
視
野
拡
大

，
国
際
性

の
酒
養
等
の
た
め
に
も
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

終
わ
り
に
、

生
徒
が
母
校
に

誇
り
を
持
ち
母
校
を
自
慢
で
き

る
学
校
づ
く
り
に
職
員
一致
協
力

し
て
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援

・
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

式し,各どlⅢ Ⅲ占

同
窓
会
へ
の

「
感
謝
」

第
二
十
四
代
　
校
長

小

川

龍

永
農

・
旭
農
同
窓
会
の
皆
様

に
は
母
校
の
教
育
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
日
頃
よ
り
ご
支
援

・
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
大

正

１２
年

３
月
に
開
校
し
爾
来
、

８８
年
間

１
万

３
千

７
百
余

名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
伝

統
校
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
活

動
に
つ
き
ま
し
て
も
大
変
活
発
で

あ
り

１
月
の
総
会
を
は
じ
め
、

各
支
部
活
動
等
多
く
の
同
窓
生

が
集
い
母
校
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ

り
が
た
ど

」
と
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

農
業
科
、

林
業
科
の

２
学
科

で
開
校
し
た
本
校
も
、

時
代
の

変
遷
に
よ
る
学
科
改
編
に
よ
り

現
在
は
、

農
業
科
学
科
、

食
品

科
学
科
、

森
林
科
学
科
、

生
活

科
学
科
の

１
学
年

・６０
名

４
学

科
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特

色
あ
る
専
門
教
育
の
充
実
及
び

地
域
と
の
連
携
強
化
を
推
進
し
、

開
か
れ
た
農
業
教
育
の
充
実
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

農
産
、

乳
、

肉
製
品
等
多
様
な
農
産
加
工
品

の
定
期
販
売
会
等
で
地
域
住
民
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“

平
成
２３
年
旭
農
同
窓
会
総
会
報
告

幹
事
長

永

農

・
旭

農

同

窓

会

総

会

が

１

月

２９

日

に
旭

川

ロ

ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催

さ
れ
ま
し
た
。

福

島

同
窓

会

長

か
ら
、

多

く

の
支

部

長

に
出
席

を
い
た
だ
き
総
会

を

開
催
で
き
る
こ
と
の
お
礼
と
、

同
窓
会
は
、

地
域
に
密
着
し

た
活

動

を
実

践

し
母
校

へ
の

支
援
を
推
進
す
る
こ
と
が
役

勝

（
３８
Ａｂ
）

割

と
考

え
て
お
り

、
今

後

の

同
窓
会
活
動
方
針
に
と
り
入

れ
て
い
き
ま
す
。

学
校
行
事

に
参
加

さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、

前

向

き
な

姿

勢
と
明
る
さ
が
感

じ
ら
れ

る
生
徒
ば
か
り
で
あ
る
。

農

産

物

の
生

産

、
加

工
販
売

、

食

に
係
わ
る
取
り
組

み
な
ど

の
経

験

が
、

こ
れ
か
ら
生

か

さ
れ
大

き

く

役

立

っ
て
い
く

と
信

じ
て
い
る
と
挨

拶

が
あ

り
ま
し
た
。

東

京

支

部

を

含

む

３２

支

部
か
ら
支
部
長

、
代
議
員
の

参

加

と
委

任

状

９

支

部

を

持

っ
て
、

総
会

の
成

立
官
一言

が
荒
井
事
務
局
長
よ
り
報
告

さ
れ
開
会

、
議
長
に
、

住

田

当

麻

支

部

長

を

選

出

し

議

事
に
入
り
ま
し
た
。

●
議
案
第

１

号

平
成
２２
年
度
事
業
報
告
提

案
と
お
り
承
認
さ
れ
る
。

●
議
案
第

２
号

平
成
２２
年
度
会
計
決
算
報

告

・
監
査
報
告

提
案
と
お
り
承
認
さ
れ
る
。

●
議
案
第

３

号

平
成
２３
年
事
業
計
画
提
案

と
お
り
承
認
さ
れ
る
。

●
議
案
第

４

号

平
成
２３
年
度

予
算

各
支
部
の
組
織
強
化
対
策

と
し
て
実
施
さ
れ
た
支

部
助

成

事

業

は

５

年

間

の
期

限

が
終

了
し
ま
し
た
が
、

支
部

助
成

の
方

法
を
変
え
て
継
続

す
る
こ
と
と
し
、

実
施
方
法

に
つ
い
て
は
役

員
会

に
一
任
さ

れ
提
案
と
お
り
承
認
さ
れ
る
。

●
議
案
第

５

号

平

成

２４

年

同

窓

生

の
集

い
の
当
番
期
の
確
認

実

行

委

員

を

昭
和

４９

年

卒

期

と
す
る
こ
と
が
、

確

認
さ

れ
承
認
さ
れ
る
。

●
議
案
第

６

号

役
員
改
選

任

期

満

了

に
伴

う

役

員

改

選

に
つ
い
て
は
、

支

部

長

の
中

か
ら

７

名

を

委

嘱

し

役

員
選
考
委

員
会
を
開
催

、

委

員
会

に
お
い
て
検

討

さ
れ

た
結

果

、

増

茂

選

考

委

員

長

（
旭

川

東

支

部

長

）

か

ら
総
会

に
お
い
て
、

現
役

員

を
再
選
す
る
案
が
発
表
さ
れ

承
認
さ
れ
る
。

●
議
長
退
任
挨
拶

最
後
に
出
席
者
の
自

己
紹

介
を
お
こ
な
い
閉
会

し
ま
し

た
。

な
お
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た

同
窓
会

の
集

い
の
中
で
、

幹

事

長
か
ら
総
会
報
告
を
行

い

ま
し
た
。

旭

農

近
況

報

告教
大 頭

関

俊

郎

同
窓
会
会
員

の
方

々
に
は
、

日
頃
よ
り
母
校

の
教
育
活
動

ヘ

の
ご
支

援

、
が」
協

力
を
賜
り
、

様

々
な
面
か
ら
お
力

添
え
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
デ」
の
場
を
お
借
り
し
て
、

心
よ
り

感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会

機

関
誌

の
発
行

に
あ
た
り
、

生
徒

の
状

況
等

を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
活
動

○
野
球
部

・
排
球

部

・
籠
球
部

・
羽
球
部

・
蹴
球
部

・
陸
上
部

・

庭
球
部

・
弓
道
部

・
卓
球
部

○
図
書
局

・
放
送
局

・
演
劇

部

圭
日
道

部

・
美
術
部

・
写
真
部

・

家
政
部

・
吹
奏
楽
部

※
吹
奏
楽
部

第

貶
回
全
日
本
高
等

学
校
吹
奏
楽
大
会

ｉｎ
横

浜
（平
成
２２
年

Ｈ
月

６
日
～

７
日
）審
査
員
長
賞

及
び
バ
ン
ド
ジ

ャ
ー
ナ
ル
賞
、

日
本
ジ
ャ
ズ
協
会
ス
イ
ン
ギ
ー
賞
受
賞
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農
業
ク
ラ
ブ
関
係

※
全
国
大
会

（北
海
道
岩
見
沢

市

／
平
成
２２
年
１０
月
６
日
～
７
日
）

優
秀
賞

／
プ
Ｒ
ン
ェ
ク
ト
発
表

（

食
料

・
生
産
）
、

農
業
鑑
定
競

技
、

農
業

コ
ー
ス
、

食
品
科
学
コ

ー
ス
、

林
業
コ
ー
ス

全
校
生
徒
数

（平
成
２３
年
１
月
３．
日
現
在
）

出
身
市
町
村
別
生
徒
数

（平
成
２３
年
１
月
凱
日
現
在
）

全
校
生
徒
は
ど
８
０
名
（男
子

３６
％
、女

子
６４
％
）
、出

身
市
町
村

別
に
見
て
み
る
と
旭
川
市
の
生
徒

が
非
常
に
多
く
、全

体
の
８０
％
の
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

進
踏
動
向

（平
成
２３
年
１
月
３．
日
現
在
）

道
内
高
校
生
の
内
定
率
は
側
％

な
の
で
、

本
校
生
徒
は
健
闘
し
て
い

ま
す
が
、特

に
就
職
に
つ
い
て
は
、厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後

と
も
、

進
路
指
導
部
を
中
心
と
し

て
、早

期
か
ら
の
進
路
指
導
に
心
掛

け
て
行
く
予
定
で
す
。

学 科  名
1年生 2年 生 3年 生

男 女 計 男 女 計 男 女 計

農業科学科 19 22 41 22 16 38 21 20 41

食品科学科 6 35 41 8 33 41 8 33 4ユ

森林科学科 32 9 41 30 8 38 28 9 ワ
ｒ

９
０

生活科学科 0 40 40 0 41 4] 0 40 40

計
△

57 106 163 60 98 158 57 102 159

市町村 生徒数 市町村 生徒数

旭川市 美瑛町

東川町 士別町 1

東神楽町 比布町

上川町 和寒町 5

当麻町 その他 3

愛別町

鷹栖町 合計 480

旭
農

一
筋
、

４２
年

「
旭
農
を
退
職
す
る
に
あ
た
り
」

同
窓
会
　
事
務
局
次
長

実
習
担
任
教
諭

倉

忠

（
４４
Ａｂ
）

昭
和

４４
年
か
ら
、

園
芸
（野
菜
）

・
畜
産

・
農
業
機
械
部
門
と
、

農

場
を
ま
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ

の
間
、

同
窓
会
会
長
５
名
、卒

業
生

８
０
０
０
人
、

教
員
約
３
８
０
名

と
多
く
の
人
々
と
親
し
く
さ
せ
て

頂
き
、

ま
た
、

勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

新

・
旧
校
舎
と
も
半
々
く
ら
い

の
年
数
で
農
場
を
見
て
き
て
、

旧
農

場
で
は
古
い
骨
童
の
よ
う
な
農
業

機
械
を
修
理
し
な
が
ら
使
用
し
、

新
農
場
で
は
未
だ
に
旧
農
場
の
ハ

ウ
ス
パ
イ
プ
を
使
用
し
て
い
る
所
も

あ
り
、

そ
＞」で
野
菜
作
り
を
し
て
い

ま
し
た
。

生
徒
も
、

男
子
生
徒
中
心
か
ら

女
子
生
徒
へ
と
様
変
わ
り
し
て
、

実

習
で
の
力
仕
事
な
ど
で
や
り
に
く

い
点
も
多
く
有
り
ま
し
た
が
、

４０
才
半
ば
に
入
る
と
同
窓
生
の
子

弟
が
入
学
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

仕
事
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
事
も

有
り
ま
し
た
。

ま
た
、

同
窓
会
活
動
で
は
、

同
窓

会
の
総
会
か
ら
集
い
へ
と
変
わ
り
、

仕
事
の
分
担
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

毎
年
１
月
末
の
「同
窓
生
の
集
い
」

が
多
く
の
参
加
者
に
な
っ
て
き
て
、

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

４２
年
間
、

無
事
に
卒
業
で
き
る

の
は
皆
様
方
の
お
か
げ
で
す
、

本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、

旭
川
農
業
高
校
同
窓

会
が
益
々
盛
会
で
、

発
展
さ
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

市望者数 決定者数 決定率

進  学 74 64 86.5ワち

就 職 84 51 60.7ワろ

自 営 1 ] 100ワち

全 体 159 116 73.0ワろ
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